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市の動き市の動き市の動き

県市町村 宮古市 山田町 大槌町 釜石市 大船渡市 陸前高田市 宮城県 福島県 合計

世帯 0(-1) 11(0) 22(0) 11(0) ７(0) ８(0) ５(-2) １(-2)   65(-5)

人数 0(-2) 21(0) 35(0) 23(0) 12(0) 10(0) ７(-3) ２(-6) 110(-11)

※( )は３月比。市で把握している人数です。市内に避難している人で、まだ北上市
に連絡していない人はご連絡ください。

市内の避難者状況   　　　     　  　   　　　　　　　   (６月30日現在)

※広域避難者の住宅再建が進んできていることや、みなし仮設入居者や転入被災者
などの変動も小さくなっていることから、本年度は４半期ごとに掲載します。

ま
ち
づ
く
り
チ
ャ
レ
ン
ジ
補
助
金
採
択
結
果

　
市
民
公
募
型
協
働
事
業
補
助
金

(

ま
ち
づ
く
り
チ
ャ
レ
ン
ジ
補
助

金)

の
公
開
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
と
審
査
会
は
６
月
13
日
、
生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
同
事
業
は
、
地
域
社
会
の
課
題

解
決
や
、
地
域
活
性
化
を
図
る
市

民
活
動
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活

動
、
企
業
の
地
域
貢
献
活
動
な
ど

を
応
援
し｢

協
働
に
よ
る
ま
ち
づ

く
り｣

を
実
現
し
よ
う
と
す
る
も

の
。
市
と
同
事
業
の
協
働
相
手
で

あ
る
認
定
特
定
非
営
利
活
動
法
人

き
た
か
み
市
民
活
動
基
金
が
、
地

域
貢
献
活
動
を
行
っ
て
い
る
団
体

に
補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

　
本
年
度
は
、
新
規
活
動
を
対
象

と
す
る｢

ま
ち
づ
く
り
推
進
新
規

型｣

に
４
団
体
、
こ
れ
ら
を
発
展

さ
せ
た
活
動
を
対
象
と
す
る｢

ま

ち
づ
く
り
推
進
発
展
型｣

に
１
団

体
が
応
募
。
公
開
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
後
、
審
査
員
に
よ
る
審
査

会
を
非
公
開
で
行
い
３
団
体
の
事

業
を
採
択
し
ま
し
た
。

　
決
定
し
た
事
業
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。

推
進
新
規
型

○｢

い
で
湯
ラ
イ
ン
活
性
化｣

事
業

(

申
請
団
体
…
い
で
湯
ま
で
の
ラ

イ
ン
を
楽
し
む
会)

△

事
業
概
要
…
い
で
湯
ラ
イ
ン

入
口
か
ら
瀬
美
温
泉
ま
で
の
観

光
・
景
観
ス
ポ
ッ
ト
の
調
査
、
ガ

イ
ド
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
作
成
と
配

布
、
子
ど
も
た
ち
に
よ
る
Ｐ
Ｒ
用

の
オ
ブ
ジ
ェ
ク
ト
の
制
作
な
ど

△

補
助
金
額
…
40
万
円(

市
か
ら

20
万
円
、
認
定
特
定
非
営
利
活
動

法
人
き
た
か
み
市
民
活
動
基
金
か

ら
20
万
円)

　

○
ゆ
る
キ
ャ
ラ｢

て
ん
し
ょ
う
ち

ん｣

展
開
事
業(
申
請
団
体
…
立
花

自
治
振
興
協
議
会)

△

事
業
概
要
…
展
勝
地
１
０
０

周
年
に
向
け
イ
ベ
ン
ト
に
出
演
す

る
ゆ
る
キ
ャ
ラ
の
作
成
、
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
を
テ
ー
マ
に
し
た
各
種

グ
ッ
ズ
の
商
品
開
発
、
展
勝
地
桜

守
基
金
の
設
置
な
ど

△

補
助
金
額
…
30
万
円(

全
額
市)

推
進
発
展
型

○
ベ
ジ
っ
こ
レ
ン
ジ
ャ
ー
と
ご
当

地
ヒ
ー
ロ
ー
の
県
下
一
試
食
会
事

業(

申
請
団
体
…
き
た
か
み
子
育

て
ネ
ッ
ト)

△

事
業
概
要
…
食
の
つ
な
が
り
を

体
験
す
る
イ
ベ
ン
ト
、
市
内
・
県

内
の
特
産
品
を
学
ぶ
イ
ベ
ン
ト
な

ど
、
地
産
地
消
と
食
育
を
推
進
す

る
た
め
の
活
動

△

補
助
金
額
…
30
万
円(

全
額
市)

８
年
連
続
で
住
み
よ
さ
ラ
ン
キ
ン
グ
県
内
１
位

　
全
国
の
都
市
を
対
象
に
し

た｢

住
み
よ
さ
ラ
ン
キ
ン
グ

２
０
１
７
年
版｣

(

東
洋
経
済
新

報
社)

が
発
表
さ
れ
、
北
上
市

が
８
年
連
続
で
県
内
１
位(

全
国

１
８
３
位)

に
な
り
ま
し
た
。

　｢

住
み
よ
さ
ラ
ン
キ
ン
グ｣

は
、

同
社
が
独
自
に
算
出
し
て
い
る
も

の
で
、
安
心
度
、
利
便
度
、
快
適

度
、
富
裕
度
、
住
居
水
準
充
実
度

の
５
つ
の
観
点
で
偏
差
値
を
算
出

し
、
そ
の
平
均
を
総
合
評
価
と
し

て
ラ
ン
キ
ン
グ
し
た
も
の
で
す
。

同
ラ
ン
キ
ン
グ
は
平
成
５
年
か
ら
、

東
日
本
大
震
災
が
あ
っ
た
23
年
以

外
毎
年
公
表
さ
れ
て
お
り
、
今
年

で
24
回
目
に
な
り
ま
す
。
北
上
市

は
、
人
口
一
人
当
た
り
の
小
売
業

年
間
販
売
額
な
ど
で
算
出
さ
れ

る｢

利
便
度｣

が
特
に
評
価
さ
れ
ま

し
た
。

　
ま
た
、
人
口
一
人
当
た
り
の

事
業
所
数
や
製
造
品
出
荷
額
な

ど
８
指
標
か
ら
算
出
さ
れ
る｢

民

力
度
ラ
ン
キ
ン
グ｣

で
も
、
全
国

１
０
６
位
と
高
評
価
を
得
ま
し
た
。

北
上
市
都
市
ブ
ラ
ン
ド
メ
ッ
セ
ー
ジ
の

ロ
ゴ
マ
ー
ク
決
定

　
３
月
に
策
定
し
た
北
上
市

都
市
ブ
ラ
ン
ド
メ
ッ
セ
ー
ジ

｢K
itaC
om
in
g
!

北
上
市｣

の
ロ
ゴ

マ
ー
ク
が
決
定
し
17
日
、
市
民
交

流
プ
ラ
ザ
で
行
わ
れ
た｢

き
た
か

み
都
市
ブ
ラ
ン
ド
推
進
フ
ォ
ー
ラ

ム｣

の
中
で
発
表
し
ま
し
た
。

　
ロ
ゴ
マ
ー
ク
の
投
票
は
６
月

23
日
か
ら
７
月
７
日
ま
で
の
期

間
、
学
校
や
施
設
な
ど
市
内
約
90

投票により決定したロゴマーク

カ
所
に
ポ
ス

タ
ー
を
掲
示
し

シ
ー
ル
を
貼
る

方
法
な
ど
で
実

施
。
投
票
の
結

果
、
投
票
総
数

６
４
２
１
票
中

２
６
１
４
票
を

獲
得
し
た
あ
じ

さ
い
の
花
を
表

現
し
た
マ
ー
ク

に
決
定
し
ま
し

た
。
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北上市長
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敷
は
足
の
踏
み
場
も
無
い
程
の
混

み
よ
う
で
、
泥
酔
し
て
倒
れ
て
い

る
客
も
少
な
か
ら
ず
見
え
る
。
ス

テ
ー
ジ
の
上
で
は
芸
妓
さ
ん
の
舞

が
披
露
さ
れ
て
い
る
が
、
無
料
で

見
ら
れ
る
の
は
こ
の
時
と
ば
か
り

に
、
市
民
が
晴
れ
着
姿
で
ス
テ
ー

ジ
前
に
群
が
っ
て
い
る
。
弘
前
市

と
言
え
ば
、
弘
前
城
を
要
に
寺
院

も
都
市
の
防
衛
拠
点
と
し
て
城
下

の
一
角
に
集
め
ら
れ
た
武
士
の
街

で
あ
る
。｢

ね
ぷ
た
祭｣

も
そ
う
で

あ
る
が
、
よ
う
や
く
春
が
訪
れ
、

ま
だ
か
ま
だ
か
と
桜
の
開
花
を
待

つ
弘
前
市
民
の
桜
ま
つ
り
に
対
す

る
強
烈
な
思
い
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

感
じ
た
宮
川
氏
の
講
演
で
あ
っ
た
。

　

翻
ひ
る
が
え
っ
て
、
我
が
展
勝
地
は

２
０
２
１
年
に
開
園
１
０
０
周
年

を
迎
え
る
。
現
在
、
国
見
山
廃
寺

が
世
界
文
化
遺
産
平
泉
と
の
関
わ

り
の
中
で
そ
の
価
値
を
高
め
つ
つ

あ
る
が
、
当
時
示
さ
れ
た
和
賀
展

勝
地
計
画
は
、
桜
並
木
に
よ
っ
て

陣
ヶ
丘
や
男
山
か
ら
の
素
晴
ら
し

い
眺
望
に
人
々
を
導
こ
う
と
の
意

図
だ
っ
た
。
改
め
て
展
勝
地
の
歴

史
を
考
え
る
と
き
、
人
々
と
桜
と

の
関
わ
り
や
花
見
の
変
遷
は
大
変

興
味
深
い
も
の
が
あ
る
。
あ
と
４

年
、
こ
れ
か
ら
の
構
想
も
含
め
て
、

じ
っ
く
り
と
楽
し
み
な
が
ら
そ
の

時
を
迎
え
た
い
も
の
で
あ
る
。

　
先
般
、
弘
前
市
で
み
ち
の
く
三

大
桜
の
名
所
連
絡
協
議
会
を
開
催

し
た
。
こ
の
会
は
１
９
９
８
年
に

当
市
が
弘
前
市
と
角
館
町(

現
仙

北
市)

に
呼
び
掛
け
て
設
立
し
た

会
で
あ
り
、
桜
ま
つ
り
へ
の
国
内

外
か
ら
の
集
客
を
図
る
べ
く
情
報

を
共
有
し
、
共
同
で
Ｐ
Ｒ
活
動
を

続
け
て
い
る
。
今
年
は
弘
前
市
桜

ま
つ
り
１
０
０
周
年
で
も
あ
り
、

前
弘
前
市
立
図
書
館
長
の
宮
川
慎

一
郎
氏
を
講
師
に
桜
ま
つ
り
の
歴

史
と
弘
前
市
民
と
の
関
わ
り
に
つ

い
て
ご
講
演
い
た
だ
い
た
。

　
弘
前
市
は
１
０
０
周
年
を
契
機

に
屋
形
舟
や
桟
敷
な
ど
、
か
つ
て

の
お
花
見
会
場
を
復
活
再
現
し
た
。

昔
か
ら
弘
前
市
民
に
と
っ
て
桜
ま

つ
り
と
言
え
ば
酒
宴
、
い
わ
ゆ
る

お
花
見
会
で
、
そ
の
盛
り
上
が
り

よ
う
は
尋
常
で
は
な
か
っ
た
よ
う

で
あ
る
。
当
時
の
様
子
を
ス
ラ
イ

ド
で
見
せ
て
い
た
だ
い
た
が
、
桟

弘
前
市
民
と
花
見

ふるさと納税をしてくれた寄附者へお礼の気持ちを
伝えている、動画の一場面

東
北
映
像
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
１
７

映
像
コ
ン
テ
ス
ト
で
優
秀
賞
受
賞

　
東
北
映
像
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

２
０
１
７
映
像
コ
ン
テ
ス
ト(

一

般
社
団
法
人
東
北
映
像
制
作
社
協

会
主
催)

の
地
域
振
興
コ
ン
テ
ン

ツ
部
門
で
、
市
の
ふ
る
さ
と
納
税

の
使
い
方
を
紹
介
し
た
動
画｢
Ｋ

Ｉ
Ｔ
Ａ
Ｋ
Ａ
Ｍ
Ｉ
　
Ｃ
Ｒ
Ｏ
Ｓ
Ｓ

Ｉ
Ｎ
Ｇ
　
Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｃ
Ｅ｣

が
、
大

賞
に
次
ぐ
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し

た
。
同
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
優
れ
た

映
像
作
品
を
推
奨
し
、
映
像
制
作

社
の
資
質
の
向
上
と
地
域
映
像
産

業
の
振
興
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
開
催
さ
れ
、
今
年
で
５

回
目
。
受
賞
作
品
の
表
彰
式
は
６

月
15
日
、
仙
台
国
際
セ
ン
タ
ー
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
市
が
応
募
し
た
作
品
は
、
き
た

か
み
チ
ョ
イ
ス(

一
般
社
団
法
人

北
上
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協

会)
が
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
し
、
ふ
る

さ
と
チ
ョ
イ
ス(

株
式
会
社
ト
ラ

ス
ト
バ
ン
ク)

が
制
作
。
27
年
度

に
市
へ
寄
附
い
た
だ
い
た
ふ
る
さ

と
納
税
の
使
い
道
に
つ
い
て
紹
介

し
た
も
の
で
、
寄
附
者
へ
の
お
礼

の
気
持
ち
を
伝
え
て
い
ま
す
。

受
賞
作
品
動
画
Ｕ
Ｒ
Ｌ

h
ttp
://k
ita
k
a
m
i-ch
o
ice
.jp
/

report/

災
害
に
備
え
て

第
１
次
収
容
避
難
所
開
設
訓
練
実
施

　
第
１
次
収
容
避
難
所
開
設
訓
練

は
６
月
27
日
、
災
害
発
生
時
に
同

避
難
所
と
な
る
16
地
区
の
交
流
セ

ン
タ
ー
と
北
上
勤
労
者
体
育
セ
ン

タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
訓
練
に
は
、
実
際
に
災
害
が
発

生
し
た
際
に
対
応
す
る
、
市
の
職

員
と
各
地
区
の
交
流
セ
ン
タ
ー
な

ど
の
職
員
が
参
加
し
ま
し
た
。
市

内
で
震
度
５
強
の
地
震
が
発
生
し

た
想
定
で
、
地
震
発
生
と
避
難
所

開
設
の
指
示
メ
ー
ル
を
受
け
た
職

員
が
参
集
。
各
避
難
所
で
、
消
防

防
災
部
か
ら
無
線
で
指
示
を
受

け
、
建
物
の
被
災
状
況
を
確
認
し
、

フ
ァ
ク
ス
で
状
況
報
告
を
行
い
ま

し
た
。

　
そ
の
後
、
各
避
難
所
に
配
備
し

て
い
る
備
蓄
倉
庫
の
内
容
物
の
確

認
を
行
い
、
発
電
機
と
投
光
器
の

作
動
と
使
用
方
法
を
確
認
。
最
後

に
、
現
在
の
避
難
所
運
営
に
関
し

て
、
見
直
す
べ
き
箇
所
や
、
改
善

点
な
ど
に
つ
い
て
職
員
と
交
流
セ

発電機の動作確認を行う市の職員

ン
タ
ー
職
員
が
意
見
交
換
を
行
い

訓
練
を
振
り
返
り
ま
し
た
。

　
こ
の
訓
練
は
、
３
年
前
に
実
施

し
て
以
来
の
開
催
。
今
回
出
さ
れ

た
意
見
は
、
今
後
、
避
難
所
運
営

マ
ニ
ュ
ア
ル
の
見
直
し
に
活
用
し

ま
す
。


